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「大学は人生の乗り継ぎ駅」 

 

      高校卒業者の大学進学率が５０％を超えている。本校からも第６２回生が大

きな夢と希望を抱いて、大学進学などのため、３月から４月上旬にかけて故郷・

島原を離れる。彼らの洋々たる前途を祈らずにはいられない。 

 さて、大学というところは、今まで自分が生まれ育ってきた子どもとしての

環境から、社会の一員として独立していくまでの間の「乗り継ぎ駅」のようなものかもし

れない。大半の学生が特急から特急へ乗り換えて、目的地まで向かうと思うが、なかには

鈍行に乗り換えたり、途中下車することを選ぶ学生もいると思う。さらには、自分がどの

ような選択をしたらよいかわからずに、立ち止まって、長い間考え込む人もいるだろう。 

そのどちらがよいか、悪いかは言えないし、わからない。大学生と 

言えば成人なのだから、個人としての責任を持った決定であれば、周 

りの者としてはそれを尊重したいものである。道に迷うことがあれば、 

いつでも原点である故郷・島原に、「島高」に戻ってきて進むべき道 

を探してほしいと思っている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月１日、平成２１年度卒業証書授与式が実 

施され、第６２回生（理数科５期生）一人ひと 

りに卒業証書が手渡されました。大過なく無事 

この卒業式が迎えられたのも、この３年間、保 

護者の皆様のご理解とご協力のお陰だと感謝し 

ております。本当にありがとうございました。 

卒業生のほとんどが、１８年間住み慣れた地を 

離れ、新しい生活をスタートさせるわけですが、 

いかなる時も、母校での体験を、また郷土を誇 

りにして力強く生きていって欲しいものだと願 

ってます。 

さて、もうすぐ３年生になる２年生の諸君。進学を目的とする学校にとって高校３年

生は６月県高総体まで。その後は受験生。その覚悟はできていますか？もうすぐ中堅学

年となりこの島高を引っ張って行くべき１年生の諸君もその覚悟はできていますか？新

しいもの・新しいことを始めるときは、それなりの覚悟を持って始めないとなかなか成

果は上がらないものです。何事にも本気で取り組んで、充実した高校生活を送って欲し

いと思います。 

 ５日（月）新入生オリエンテーション 

部紹介 

 ６日（火）･７日（水）登校自学 

 ８日（木）始業式 

入学式 

 ９日（金）･１２日（月）校内実力テスト(２･３年) 

１０日（土）土曜講座①(３年) 

１・２年スタディーサポート 

１３日（火）２・３年生早朝補習開始 

１年雲仙合宿研修（～１６日） 

１６日（金）公務員模試① 

１９日（月）１年早朝補習開始 

２７日（火）歓迎遠足 

３０日（金）中間考査時間割発表 

スポーツテスト（１年） 

島高だより 

平成 22 年３月号 

(通巻第 48 号) 

長崎県立島原高等学校 

編集：情報図書部 

校長室から 

校長 辰田幸敏 

４月の主な行事予定 

卒業証書授与 

３学年主任 吉田英雄 

在校生代表送辞 卒業生代表答辞 保護者代表挨拶 

同窓会入会式 

卒 記 品 業 念 

卒業生代表入会挨拶 

会長の歓迎挨拶 

天幕 トロフィー・盾等木製展示棚 
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「各種全国大会・九州大会や県高総体で優秀な成績をおさめた者」 

 

   個人の部  剣道部  大坪 学嗣 

部活動の主な成績 

○剣道部 

    第１２回大霧島旗争奪高校剣道錬成大会  女子団体の部 第２位 

○弓道部 

    第３回中地区高等学校弓道競技大会 

      男子団体 第３位 

      男子２年生個人の部 優 勝 佐伯 一真  第２位 長谷 和磨 

      男子１年生個人の部  優 勝  金本  葵 

      女子団体 第３位 

   女子２年生個人の部 優 勝 福嶋  優 

    女子１年生個人の部 優 勝 谷口 由夏 

○美術部 

    献血推進ポスター  高等学校の部  佳作  亀本すみれ 

○放送部 

    「たらみ図書館放送コンテスト」 第８回長崎県中地区放送コンテスト 

         アナウンス部門 優良賞 園田 莉沙 

         朗読部門        優良賞  宮崎 夏美 
 

 平成２２年度国公立大学前期入試合格発表も終わり、今年度の上級学校等合格者数の中

間まとめができる段階になりました。現役生（６２回生 推薦入試およびＡＯ入試を含む）

の合格状況を記載します。なお、国公立大学および就職は実合格者数、他は延べ合格者数

です。中・後期入試結果を含めた最終合格者数は次号で報告いたします。 

○大学・・・・国立大学１０１名 公立大学１５名 大学校８名 私立大学１６８名 

○短大・・・・公立短大２名 私立短大６名 

○専門学校・・高等看護専門学校１５名 他の専門学校１４名 

○就職・・・・公務員２名(合格４名)  自衛隊２名 

 3 月 18 日（木）に課題研究の発表会がありました。2 年生が 1 年間研究に取り組んできた

事を理数科 1 年生や職員の前で発表しました。審査員として環境アドバイザー山田スミ子先生、

雲仙岳災害記念館研究員の長井大輔先生の２名の方に来ていただきました。 

今年のテーマは以下のとおりです。 

「複素数平面」  

「チョークの再利用」 

「島原の地下水の水質・セッケン」 

「垂木台地の植生と季節ごとの変化を調べる」 

「プラナリアと水質の関係」 

「ガウス加速器の基礎研究」 

今年の最優秀賞は 

「垂木台地の植生と季節ごとの変化を調べる」でした。 

    平成 2１年度卒業生 

    大学等合格状況(中間報告) 

 

 

＜国立大学＞ 

  北海道大１名 筑波大２名 東京学芸大１名 横浜国立大１名 静岡大２名 

 京都大１名 大阪大５名 岡山大１名 広島大７名 山口大６名 高知大２名 

 九州大１０名(医学部医学科１名) 福岡教育大５名 九州工業大２名 

 佐賀大７名(医学部医学科１名) 長崎大１９名 熊本大１７名(薬学部１名) 

 大分大２名  鹿児島大３名 

＜公立大学＞ 

 北九州市立大２名 福岡県立大２名 長崎県立大５名  熊本県立大１名 

＜大学校＞ 

 防衛大学校２名 海上保安大学校１名  水産大学校２名 職業能力開発大学校３名 

＜私立大学＞ 

 早稲田大１名 明治大２名 青山学院大１名 中央大４名 法政大４名 

 国際基督教大１名 津田塾大１名 東京女子大２名 同志社大１名 立命館大６名 

 関西大１名 西南学院大９名 福岡大８名 中村学園大４名 長崎純心大４名 

 活水女子大４名  九州看護福祉大７名 熊本保健科学大８名 

＜公務員＞ 

 国家Ⅲ種税務１名 長崎県警察事務１名 島原市役所１名  大阪府警１名 

主な合格校 

進路指導主事 相川 保彦 

 

 

県下トップ 

県下トップ 

 長崎県高等学校体育連盟表彰 

（３月１５日現在） 

活発な質疑応答 


